
トリャンバカム・ヨーガ・センター １１月号  

予 告 
 

Y.L.S.(ヨーガ・ライフ・ソサエティ)グループ 
2023 年 7 月スタート！ 
ヨーガの指導者コース TTC 

 
 

生きることは与えること 
与えることは学ぶこと 
学ぶことは知ること 
知ることは成長すること 
成長することは生きること 
生きること与えること 
生きる真の循環です 

 
経験してきたことを軽く受け止めてはいけません。それは、経験してきた

ことから学ぶことができるという意味です。ですから、若くて体力があるか
らヨーガの先生に向いているとは限りません。 
わたしたちはそのように考え、新しいコースを開きます。経験してきたこ

と、それは、美しい事実で宝です。 
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講座：『いまに生きるインドの叡智』 
ヨーガの全体のことを見つめたいから… 

 
 

開講中 次回(11/25・金・午後) いかがですか？ 
講座：『いまに生きるインドの叡智』 
日時：月•第四･金･13-15 時・喜多見地区会館 
配信：同時配信 録画配信アーカイヴ受講可 
受講費：会員 1500 円 ＊来年から料金が変わります。 

 

（1０） 

Tryambakam Yoga Center 
定 例 学 習 会  

ヨーガで健やかさを与えられる私たちは、ヨーガをもっと知りたいと定期的に学習
や実技をします。いまに生きる叡智を見つめて、日常にあるヨーガを歩みたい…。 
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東京都出身。2008年成瀬貴良氏に師事。 
幼少期は機械体操。大学時代は舞踊専攻。 
東京女子体育大卒。調布市役所社会教育課に
て健康運動指導士として所属後、中学高等学
校体育教諭として 12 年、退職後 2004 年東
京・狛江市にヨーガ教室開設。2004年より４
年インド、リシケーシのシヴァーナンダ・アー
シュラムに毎年滞在しヨーガを研鑽。 
2011 年東日本大震災を機に岩手県岩泉町に
てヨーガ教室開設。2013年盛岡校開設。 
成瀬貴良師の元でいまも学び続けているヨー
ガを正しく伝えるために、現在も日常をヨー
ガとして精進する。 
 

只今開講中！ 
0+�8®GR

            泡立つ海の中から生まれたことからでし
ょう。通常左手に蓮の花を持ち、下に向
けた右掌からは富の非常に即物的な表現
として金貨がこぼれ落ち、背後から二頭
の象（ガジャ）が祝福の水をかけていま
す。たいへん古い構図で、そんなに古く
からコインが象徴的に描かれるとは…。 

             ラクシュミーの美しさに神も悪魔も感
嘆し、贈りものをして気を惹きます｡結局
ヴィシュヌ神を夫として選び､妻となって
からは､夫が化身（アヴァターラ）となって
地上に降りるときはラクシュミーも姿を 

変えてそれに従うとされ､ヴィシュヌがラーマのときはシーターとな 
り､クリシュナとして生まれるときはルクミニーになるわけです｡ブ 
ッダ（仏陀）の妻はヤショーダナラ（耶輸陀羅）です｡ 
 ラクシュミーは豊穣の女神ですから､しばしば大地の女神プリテ 
ィヴィーとも同一視されます｡北部民芸アルポナ(上)の古典画では､地 
球は大地女神(プリティヴィー)から生えた大輪の蓮で表され､中には地 
球の相反する二つの性(＝男女)が描かれます｡南部では穀物の女神と 
も考えられています｡このことはラクシュミーが最も古い地母神の 
姿に戻ったことを示しているのです｡そして周囲は､アシュタダルマ･ 
パドマ(八枚花弁蓮華)が配され､宇宙の星々として描かれるのです。 
仏教に入って吉祥天と漢訳され日本に渡来｡吉祥天は毘沙門天の 

妃です｡毘沙門天はインドでは財神クベーラです｡そのため､吉祥天は
平安時代から富や幸運の女神でしたが、近世では弁財天にその性格
と信仰人気はもっていかれてしまいました。        （４）�

 

 
開講中 次回(11/13・水・午後) いかがですか？ 
講座：聖典に学ぶヨーガ 
聖典：『バガヴァッド・ギーター』（神のうた） 
日時：月•第二･水･13-15 時・zoom 
配信：同時配信 録画配信アーカイヴ受講（+1000） 
受講費：会員 1500 円 ＊来年から料金が変わります。 
次回予告 
両極端（好き嫌いや苦楽寒暑、毀誉褒貶など）から解放されてい
る者は束縛から自由になる。これから、その道について説くので聞
きなさい！ と、サンニャーサ（放擲・放棄）の道が語られます。
私たちに、日々の行為で持つと良い意識（心）を教示します。

（９） 

 

Yoga ワークショップ  浄 化 
最終回 11/27（日）17：00～18：30  泉の森会館にて開講。 
開講の目的：  
1. 忙しく変わって見える毎日だから、予め準備し向き合います。 
2. いくつかある浄化法のアプローチの種類を理解して自分に合っ
たヨーガスタイルを決めよう。 

 
 
 
 

（７） 

ラクシュミー女神：富と幸福と豊穣の女神｡家庭神としても広く
親しまれています｡全国的規模で祝われるインドのお祭り､ディーワ
ーリー（!"#$%" 原語 !&#√'「天。光耀。光輝」｡日本の正月のように､インド
最大の祝い祭）｡特に叙事詩『ラーマーヤナ』の'

舞台の北インドは密接にこの祭が賑います｡'
サンスクリットの原語が示すように、光の 
祭として有名です｡夜には各戸に明りが灯され 
素焼きの小さなランプ皿があちらこちらに置 
かれます｡これは何よりラクシュミーを家に招 
き入れるためです｡扉は開け放たれ､戸口には 
灯と菓子が供えられ､家の中も暗い場所ができ 
ないようにくまなく照らされるのです｡地方に 
よっては､さらに念を入れて入口の前に吉祥の 
紋様を描き（右 民芸「アルポナ」）ラクシュミ 
ーの小さな足跡も描いて､それを家の中に導き 
入れたりします｡  
大衆宗教画にラクシュミーを真中に､左右に 
ガネーシャとサラスヴァティーを配した｢ディーワーリー・ラクシュ
ミー｣と呼ばれる画像がありますが､この富と幸運と知恵の三位一体
には誰もが家に来てもらいたいと思うところでしょう｡教室にいつも
飾っていますね！ 
 下は今日よく目にする「ガジャ・ラクシュミー」画像｡水に浮か 
ぶ蓮華の上に立つのは、乳海攪拌（天地創造のヴィシュヌ神話）のとき 

（３）�

申込受付 2022年 10/1 スタート 
オリエンテーション（2023年 3月、5月頃） 

（作文・面接）を経て 
   第一講 2023年 7 月  以上予定 

 

限定 60 歳

以上の 
指導者コース 

 

 

一般コース 

 

 

第三回目 

11/27 

まとめ 

☝ 
 

第三回目 
 

実践！ 

心の掃除 

 

 
 

 

 

 


